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なすものであり,上記の基本目標実現のために最
も重用視されなければならない。
Ⅱ 学 生の健康支援 はどうあるべきか
キャンパス ・ライフの基盤として,学生の全人

































医療が 「患者中心 :patient―c ered」であり,
企業が 「消費者中心 :consumer―centered」であ
り,カウンセリングが 「来談者中心 :client―





























体疾患有病率」 は著 しく減少 し,従来か らの
「健康診断実施の方法論」の有用性が批判され,
見直 しの必要性が叫ばれている。「根拠に基づ










































































































































「ヘルス ・ケア ・プロフェッショナル」 とは,必
ずしも医療従事者だけを意味 しているわけではな
い。現時点で最 も重要なのは,臨床心理技術者養
成のための教育に対する,セ ンターの貢献の可能
性である。センターには現時点で臨床心理士資格
をもつ教官がいるし,上述のようにセンターをカ
リキュラムに必要な演習施設として整備すること
も可能と思われる。 しかし, このようなコースの
実現には,学部,研究科の整備と連携が必須であ
り,セ ンターだけでできることではない。 しかし
ながら,臨床心理技術者の資格認定のための大学
院は全国的に希望者がたいへん多 く,北陸地区に
は教育機関がほとんどない, ということを考える
ならば,統合予定の近隣大学や,学内の学部,研
究科との連携を視野に入れつつ,実現の可能性を
探るべきであると考える。
なお, これはセンターの構想にのみ関わる事項
ではないが,上記のような教育を円滑に行うため
に,現行のような教官の教育活動に関する制限
(他の部局の教育に関わるためには非常勤講師や
兼業の手続きが必要であり,教育が本務とみなさ
れない,あるいは管理職の教育への貢献が制限さ
れる,学部,研究科でなければ研究生を受け入れ
ることはできない,等)は,全て撤廃するべきで
ある。教官の全ては,大学の全ての教育に関われ
るようにするのが当然であるし,そ うしなければ
ならない。それを行わないことは,大学の国民に
対する当然の義務の放棄である。
附)富 山県内国立 3大学統合後の保健管理セ
ンターのあ りかたについて
富山県内国立 3大学の統合は,その実現に向け
て努力がなされているところであり、現時点では,
平成 17年10月を目標に統合の合意形成が進め
られている。保健管理センターは,富山大学のみ
ならず,富山医科薬科大学,高岡短期大学にも設
置されている重複施設であるため,統合実現後の
構想を全 く抜きにした目標,計画の設定は現実的
でない。そこで,独法化後に三大学の統合が実現
されることを前提とした,統合後の保健管理セン
ターのありかたについても述べたい。なお,統合
後重複施設に関 しては,現在各大学問での意見交
換,調整中であり,本計画はその議論のたたきだ
いとなるものである。
1)3つのキャンパスにおける学生生活支援の重
要性
統合後も, 3つのキャンパス (以下,五福キャ
ンパス,杉谷キャンパス,高岡キャンパスと仮
国立大学法人における富山大学健康人間科学センター (仮称)(現:富山大学保健管理センター )の中期目標
・中期計画 (案) 5
に呼ぶ)が存続することは確実であり,各キャ
ンパスにおいて現在にも増 して質の高い学生生
活支援が行われなければならない。したがって,
統合後,組織 としてはセンターを一つの組織
(仮称,健康人間科学センター)と して一本化
するとしても,各キャンパスに,現在と同等か
それ以上の機能を有する分室を設置する必要が
ある。
特に,カウンセリング機能は,すべてのキャ
ンパスにおいて,さらに充実させる必要がある。
非常勤カウンセラーの配置,学生相談員との連
携などが,今までにも増 して必要とされる。
2)各キャンパスの特殊性を生かした研究教育へ
の参画
各キャンパスの特殊性に応 じて,各分室に特
徴的な機能を持たせることは,セ ンター機能を
全体に高めることになる。例えば,杉谷キャン
パス分室においては,医療系学部,研究科と附
属病院が同キャンパス内にあることから, これ
らの施設との緊密な協力と交流が可能である。
学生サービスや健康管理に関 しても,医療系の
きめ細かいサービスが可能である。五福キャン
パスでは,人文,教育系の学部や研究科との連
携が可能である。教養教育の充実に伴う五福キャ
ンパスでの低学年在籍の学生の増加はおそらく
避けられず, 日常的な生活支援の必要性が益々
高まるであろう。高岡キャンパスでは,芸術系
の学部 との連携により,ユ ニークな研究教育
(例えば芸術活動と健康増進との関連に関する
研究や実践)が可能になるだろう。スクールバ
スの運行などで,各キャンパス間の学生,職員
の往来が便利になれば,例えば専門的医療に関
わる相談や健康支援は杉谷キャンパスを中心と
して行い,ソらヽ理相談は五福キャンパスに集中さ
せるというような弾力的な運用も可能になるだ
ろう。
3)統合後の新センター設立へ向けて重複施設間
での調整
第 1回3大学保健管理センター連絡会 (2003.2.
4,16:00-17:30、於富山大学)に おいて、以下の
点についての合意がなされた。
1.3大学の統合に伴い、 3つのキャンパスの保
健管理センターを一つの新たな組織機構として
統合する。新組織の名称は今後検討する (ここ
では仮に 「新センター」とする)。
2。現在の3つの保健管理センターの業務を継続、
さらに発展充実させるため、 3つのキャンパス
には、それぞれ新センターの分室を置 く。
3。新センター設置の目的の第一は、キャンパス
における学生の総合健康支援とする。同時に、
このの実践を下支えするための研究、教育、地
域貢献を一体的に行う組織として新センターを
位置づける。 これに伴い、従来までの厚生補導
に限定された組織としての規定は撤廃する。
4.新センターは、上記の目的を達するために、
新大学の諸組織 (学部、研究科、附属病院、研
究所、センターなど)との、連携、協力、相互
交流を積極的に行う。
5。新センターは、現時点では他の組織機構 (例
としては学生総合支援センターなど)との、機
構的な一体化は構想 しない。 しかし、将来の選
択肢としての可能性は留保する。
6.独立行政法人化後に法律上必要とされる、職
員の健康管理 ・産業衛生管理については、当該
責任部局 (人事部)と緊密な連携を図り、これ
に貢献する。
上記の合意事項は、平成15年2月13日開催の、
3大学統合に関する第 2回研究所 ・センターワー
キンググループの第 2回会合おいて報告され、承
認された。今後、さらに新センターの機構、運営
規約などについての調整がなされる予定である。
